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費　目                     決算額
国庫支出金 292億7,450万
市税 182億　587万
地方交付税 150億4,160万
市債 69億8,882万
県支出金   45億9,376万
繰入金  34億8,477万
繰越金   29億3,622万
地方消費税交付金   28億1,962万
国有提供施設等所在市助成交付金   25億2,373万
使用料及び手数料   11億6,133万
その他  26億6,488万
合計 896億9,510万

歳入
896億
9,510万円

市税（20.3%）市税（20.3%）

国庫支出金（32.6%）国庫支出金（32.6%）

地方交付税（16.8%）地方交付税（16.8%）

市債（7.8%）市債（7.8%）

その他（3.0%）

会計名 歳入決算額 歳出決算額 差引額

観光施設運営事業 6,671万 6,671万      0万

錦帯橋管理 1億4,108万 1億3,050万  1,058万

市場事業 1億9,266万 1億8,239万 1,027万

駐車場事業      1,924万      1,893万    31万

市
の
財
政
状
況

　

市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
９
月
末
と
３
月
末
の
予
算

の
執
行
状
況
と
決
算
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
令
和
２
年
度
の
決
算
、
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
、
令
和
３
年
度
予
算
の
上
半
期
執
行
状
況
（
令

和
３
年
９
月
30
日
現
在
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
財
政
課
☎（
29
）５
０
５
０

市税の納付総額は182億586万6,768円で、市民１人当たりに換算すると13万
8,890円、１世帯当たりでは27万8,097円を納めていただいたことになります。

繰越金（3.3%）繰越金（3.3%）

地方消費税交付金（3.1%）

繰入金（3.9%）

国有提供施設等
所在市助成交付金（2.8%）

県支出金（5.1%）県支出金（5.1%）

使用料及び手数料（1.3%）
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費　目 　   決算額 市民１人当たり 経費の内容
総務費 291億3,526万  22万2,269 庁舎管理・徴税・選挙などの経費
民生費 229億7,106万   17万5,243 児童・高齢者・障害者福祉などの経費
教育費   83億8,932万   6万4,001 小中学校・幼稚園教育などの経費
土木費   81億7,617万    6万2,375 道路・公園・河川整備などの経費
衛生費   52億4,936万    4万 　47 ごみ・し尿処理や健康推進などの経費
公債費  51億8,132万    3万9,528 市債の元金や利子などの返還金
消防費   25億4,939万    1万9,449 消防・救急・防災などの経費
災害復旧費   23億2,483万 　1万7,736 災害が起きた場所の復旧のための経費
商工費   19億　565万     1万4,538 商工業の振興や観光事業などの経費
農林水産業費   14億1,582万       1万　801 農林水産業の振興や農林道の整備などの経費
その他    4億8,009万        3,662 議会の運営や雇用の促進などの経費
合計 877億7,827万                                                                                                      66万9,649

一般会計決算の歳出総額は877億7,826万5,929円で、市民１人当たりに換算すると66万9,649
円、１世帯当たりでは134万822円が使われたことになります。

会計名  歳入決算額  歳出決算額    差引額

土地取得事業    1万    1万       0万

後期高齢者医療   26億2,827万   25億5,090万       7,737万

国民健康保険 158億6,260万 155億5,160万  3億1,100万

介護保険 149億9,299万 146億8,905万  3億  394万

周東食肉センター事業    1億6,805万    1億6,805万            0万

○特別定額給付金給付事業
○岩国市プレミアム商品券発行事業
○小中学校学校給食運営事業
○ポンプ場整備事業
○子ども・子育て支援施設型給付費
○楠中津線改良事業
○東小・中学校施設整備事業
○いわくに特別応援協力金給付事業
○総合支所等整備事業
○こども医療費助成事業
○介護・訓練等給付費
○社会資本整備総合交付金事業（道路・橋りょう）
○多目的広場・防災センター整備事業
○災害復旧事業

令和２年度に実施した主な事業

総務費（33.2%）総務費（33.2%）

民生費（26.2%）民生費（26.2%）
教育費（9.6%）教育費（9.6%）

土木費（9.3%）土木費（9.3%）

衛生費（6.0%）衛生費（6.0%）

公債費（5.9%）

消防費（2.9%）

災害復旧費（2.6%）
商工費（2.2%） 農林水産業費（1.6%） その他（0.5%）

令和２年度決算

一般会計決算状況（単位　円）

特別会計決算状況（単位　円）

歳出
877億
7,827万円



広報いわくに 4

令和２年度決算

公営企業会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

周東食肉センター事業

全会計において
資金不足額なし

　　20.0%

観光施設運営事業

錦帯橋管理

市場事業

水道事業

工業用水道事業

病院事業

下水道事業

簡易水道事業

健全化判断比率の指標 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

①実質赤字比率

実質赤字額なし 11.58% 20.0%

②連結実質赤字比率

連結実質赤字額なし 16.58% 30.0%

③実質公債費比率（３カ年平均）

3.9% 25.0% 35.0%

④将来負担比率

7.0% 350.0%

一般会計などを対象とした実質赤字の標準財政
規模に対する比率。高いほど財政運営が厳しい
ものとなります

全会計を対象とした実質赤字（または資金の不
足額）の標準財政規模の額に対する比率。高い
ほど財政運営が厳しいものとなります

一般会計などが負担する元利償還金および準元
利償還金の標準財政規模に対する比率。高いほ
ど資金繰りが厳しいものとなります

一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する比率。高いほど将来の財
政が圧迫されます

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下「財政健全化法」という）によって「健全化判断比率」と
各公営企業の「資金不足比率」を公表することが義務付けられています。
　財政健全化法は「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政悪化をチェックするとともに、特別会計や企
業会計も併せた連結決算により財政状況を明らかにしようとするものです。

健全化判断比率
　健全化判断比率の４つの指標のうち、１つでも早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、財政再
　生基準を超えた場合は財政再生計画を策定することが義務付けられています。
　本市はいずれの比率も基準を下回っています。

　市債とは、道路や学校などの公共施設を整備するために、国などから借り入れる長期借入金です。

634億9,799万円（一般会計）+  21億37万円（特別会計）＝  655億9,836万円（市債合計）

市債残高

健全化判断比率と資金不足比率

資金不足比率
　公営企業ごとの事業規模に対す
　る資金の不足額の比率です。
　本市は９会計全てにおいて、資
　金不足は生じていません。

公営企業
　水の供給や下水の処理、医療の
　提供など地域住民の生活や地域
　の発展に不可欠なサービスを行　
　うために地方公共団体が経営す　
　る企業活動の総称。
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費　目   予算額 支出済額
民生費 246億4,916万  81億5,493万
総務費 114億　676万   29億4,389万
土木費 107億1,203万   40億　474万
衛生費   68億4,406万   24億7,320万
教育費   57億2,679万   18億9,901万
公債費   53億8,210万   25億8,241万
消防費   27億6,192万   19億　392万
災害復旧費   17億7,465万   3億5,552万
商工費   17億4,368万    10億　391万
農林水産業費   16億1,589万     5億　113万
その他     6億2,242万     2億5,624万
合計 732億3,946万  260億7,890万

費　目      予算額    収入済額
市税 177億5,890万 108億4,522万
国庫支出金 148億5,986万 44億4,176万
地方交付税 148億5,398万   98億1,658万
市債   65億7,840万         2,160万
県支出金   50億1,415万     5億　163万
繰入金   32億7,313万    1,280万
地方消費税交付金   25億8,000万   16億2,935万
国有提供施設等
所在市助成交付金

25億2,300万 0万

繰越金   19億1,683万 19億1,683万
使用料及び手数料   11億6,174万     4億9,657万
その他   27億1,947万     9億8,617万
合計 732億3,946万  306億6,851万

会計名  予算額  収入済額 支出済額
土地取得事業    6億　100万         0万        0万
後期高齢者医療   27億　437万    9億1,579万    8億6,372万
国民健康保険 161億6,871万   63億　815万   62億5,406万
介護保険 156億8,131万   65億1,430万   62億3,909万
周東食肉センター事業    1億7,320万        989万         7,807万
観光施設運営事業         2,550万          8万           153万
錦帯橋管理    1億8,148万    4,025万         5,186万
市場事業    3億　587万         7,774万    1億1,217万
駐車場事業         1,801万           134万            107万
合計 358億5,945万 138億6,754万 136億　157万

令和３年度予算執行状況

■市有財産の状況

■一時借入金             　     0円

■市債の現在額

■市民１人当たり

土地　　　　　   52,963,963㎡
建物　　　　　　　  753,729㎡
基金　　　　　243億7,806万円
債権その他　　 30億2,570万円

一般会計　　　　　610億5,304万円
特別会計　　　　　  20億1,328万円
合　　計　　　　　630億6,632万円

市税負担　　　　　　　  　135,868円　
支出予算　　　　　　　  560,333円　

（令和３年９月30日現在）

一般会計執行状況（単位　円）

特別会計執行状況（単位　円）

その他

歳出歳入
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特定防衛施設周辺整備調整交付金・再編交付金の実績
　基地が存在する自治体として、岩国市には国から防衛施設関係の交付金などが交付されています。これら
は、道路改良舗装や施設の整備などのハード事業だけでなく、市立小中学校の学校給食費無償化や文化・ス
ポーツ交流などのソフト事業にも使用しています。決算に合わせ、令和２年度に実施した事業をお知らせし
ます。
※金額は総事業費ではなく国からの補助金交付額で、１万円以下の金額は端数処理をしています
　基地政策課☎（29）5024

防犯設備整備事業 柱島農道大町２号線護岸改修工事

小中学校給食費の無償化日米交流事業（日米親善リレーマラソン）消防施設整備事業

問

麻生田水路改修事業

●防犯設備整備事業
　防犯カメラ127台の設置工事
●麻生田水路改修事業
●柱島農道大町２号線護岸改修工事
●道路改良舗装事業
　門前町61号線、藤生町10号線、通津
　32号線、海土路町29号線、室の木町
　27号線などの市道の改良舗装
●楠地区排水路改修事業
●川下地区排水路改修事業
●牛野谷地区排水路改修事業
●多田地区排水路改修事業
●都市公園トイレ等改修事業
　藤生街区公園トイレ改築工事

7,803万円

1,015万円
3,560万円
6,996万円

1,537万円
3,795万円
767万円
1,745万円
2,324万円

●消防施設整備事業
　消防ポンプ自動車１台（川下分団）
　の購入
●消防車庫整備事業
●防犯設備基金積立金
　防犯灯電気料金助成事業・防犯カ
　メラ維持管理事業のための積み立
　て
●日米交流基金積立金
　愛宕山運動施設管理運営費、日米
　親善リレーマラソン事業費などの
　ための積み立て
●学校給食運営基金積立金
　市立小中学校の学校給食費無償化
　のための積み立て

1,456万円

265万円
3,554万円

１億円

5億2,043万円

特定防衛施設周辺整備調整交付金 歳入決算額　9億6,860万円

　特定防衛施設周辺整備調整交付金は「防衛施設周辺の生活環境等の整備等に関する法律」に基づき、
特定防衛施設が所在する市町村に対して、国から交付されています。
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ポンプ場整備基金積立金

ごみ収集車整備事業

（仮称）英語交流のまち推進センター整備事業 黒磯地区福祉交流拠点整備事業

増殖礁整備事業こども医療費助成事業

令和２年度決算

●騒音測定器更新事業
　騒音測定器（港局・移動用）を更新
●ごみ収集車整備事業
　ごみ収集車２台、コンテナの購入
●増殖礁整備事業
　水産資源回復を図るため、増殖礁
　を整備
●道路改良舗装事業
　青木町22号線、海土路町40号線な
　どの市道の改良舗装
●狭あい道路整備事業（個別対応）
　市道の中の狭い部分８カ所の拡幅
　改良
●楠・中津地区排水整備事業
●黒磯地区福祉交流拠点整備事業
　福祉交流拠点づくり土質調査業務、
　福祉交流拠点づくり土木設計業務
●公園施設改修事業
　寿街区公園トイレ新築、野地街区
　公園施設改修工事

1,544万円

544万円

9,955万円

１億4,415万円

939万円

853万円
6,986万円

2,039万円

●（仮称）英語交流のまち推進センタ
　ー整備事業
　ＪＲ岩国駅東口駅前広場の隣接地
　に「英語交流のまち Iwakuni」　
　の交流拠点となる「岩国市英語交
　流センター」を整備
●安心・安全な社会づくり基金積立
　金
　交通安全対策事業のための積み立
　て
●子育て支援基金積立金
　こども医療費助成事業のための積
　み立て
●基地周辺まちづくり基金積立金
　道路整備事業のための積み立て
●ポンプ場整備基金積立金
　ポンプ場整備事業のための積み立
　て
●感染症拡大防止基金積立金
　感染症対策事業のための積み立て

再編交付金 歳入決算額　13億3,689万円

720万円

131万円

７億1,889万円

１億474万円

3,200万円

１億円

　再編交付金は「駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法」に基づき交付されるもので、平
成20年度から交付されています。令和２年度までに191億6,587万円が交付されました。
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田
良
彦
市
長
ら
が
出
席

し
、
同
サ
テ
ラ
イ
ト
で
発
足
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
整
備
は
国
が
東
京
一
極

集
中
を
是
正
す
る
た
め
、
政
府
関
係

機
関
の
地
方
移
転
事
業
で
提
案
募
集

を
行
っ
た
も
の
で
、
平
成
27
年
に
岩

国
市
が
県
と
共
に
防
衛
省
に
誘
致
を

提
案
し
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

市政
PICK－UP

8広報いわくに

施設の着工は平成31年で、今後、海洋環境を作り出
すシミュレーション装置を追加で整備する

壁面に吸音材が施された大型水槽内部は実際の海の音響環境を再現
することができるため、より効果的な試験評価が可能となる

「関連企業の誘致や先進技術の研究による知の集
積地となることを期待している」と話す福田市長

発足式では看板の除幕式を行った後、施設内に設
置された大型水槽や機器操作室などを見学した

▼大型水槽
深さ：11㍍
縦：35㍍
横：30㍍

試験評価イメージ

◀多種多様な海
洋環境を仮想空
間内に作り出す
シミュレーショ
ン装置

◀海中雑音や生
物などの音響環
境を水槽内で再
現できる音響模
擬装置水中無人機



手話奉仕員養成講座では、毎年多くの人が手話を学ん
でいる

　

９
月
27
日
、
岩
国
市
手
話
言
語
条

例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

耳
の
聞
こ
え
る
人
が
音
声
で
会
話

す
る
よ
う
に
、
ろ
う
者
の
多
く
は
手

話
を
使
っ
て
、学
び
、考
え
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。

　

手
話
は
手
、
指
や
体
の
動
き
、
表

情
を
使
っ
て
物
の
名
前
や
意
思
な
ど

を
表
現
す
る
も
の
で
、
ろ
う
者
に

よ
っ
て
大
切
に
受
け
継
が
れ
て
き
た

大
切
な
言
語
で
す
が
、
そ
の
認
識
は

十
分
に
定
着
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
市
は
条
例
を
制
定
し
、
手

話
は
独
自
の
言
語
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
下
、
手
話
の
普
及
、
手
話
の
習

得
機
会
・
手
話
に
よ
る
情
報
取
得
の

機
会
の
確
保
の
た
め
の
施
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
条
例
で
は
、
市
民
の
役
割

と
し
て
、
手
話
が
言
語
で
あ
る
こ
と

へ
の
理
解
や
、
市
の
施
策
へ
の
協
力

に
努
め
る
こ
と
も
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
は
条
例
制
定
を
契
機
に
、
市
民

と
共
に
手
話
や
ろ
う
者
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
ろ
う
者
を
含
む
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
障
害
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
２
２

手
話
は
大
切
な
「
言
語
」
で
す

条例の施行を契機に手話通訳の入った記者会見動画を
公開している

岩国市手話言語条例の施行

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
に

　

10
月
１
日
か
ら
岩
国
市
電
子
図
書

館
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

電
子
図
書
館
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
あ
れ
ば
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

で
電
子
書
籍
が
借
り
ら
れ
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
心
配

さ
れ
る
中
、
人
と
の
接
触
を
で
き
る

だ
け
減
ら
し
、
よ
り
安
心
安
全
に
図

書
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

電
子
図
書
館
で
は
運
用
開
始
時
点

で
、
実
用
書
を
中
心
に
約
１
３
０
０

点
の
電
子
書
籍
コ
ン
テ
ン
ツ
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
書
籍
の
中
に
は

文
字
の
拡
大
機
能
や
音
声
読
み
上
げ

機
能
を
備
え
た
も
の
や
登
場
人
物
が

動
く
絵
本
な
ど
が
あ
り
、
視
覚
障
害

者
や
子
育
て
中
の
保
護
者
も
利
用
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
毎
月
１
５
０
〜
２
０
０
点

程
度
の
書
籍
を
追
加
し
て
い
き
、
利

便
性
の
向
上
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
☎（
31
）０
０
４
６　

岩国市電子図書館の開始

９月の市長月例記者会見では電子図書館で動く絵本を
見るなど利用方法のデモンストレーションが行われた

電子図書館ログイン画面。図書利用券番号とパスワー
ドを入力すると利用できる
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す
ま

い
る

10広報いわくに

Vol.149

原田美智子さん
（今津町在住）

遊びを取り入れて行う教室のベースにはスポーツ
の楽しさを知ってもらいたいという思いがある

　
「
子
供
た
ち
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
教
え
る

ぞ
！
」
２
０
０
２
年
５
月
、
I
D
B
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
は
高
校
時
代
の
恩
師
の
放
っ
た
こ

の
一
言
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
立
ち

上
げ
に
携
わ
っ
た
１
人
が
現
在
、
理
事
長
を

し
て
い
る
原
田
美
智
子
さ
ん
で
す
。

　

中
学
３
年
生
の
時
に
岩
国
商
業
高
校
の
指

導
者
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
高
校
か
ら
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
始
め
た
原
田
さ
ん
。
当
時
市
民
大

会
で
１
勝
も
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム
を
入
部

後
、
優
勝
へ
と
導
き
、
自
身
は
国
体
選
抜
に

選
ば
れ
る
ほ
ど
実
力
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
も
国
体
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
後
、
夫
の
転
勤

で
競
技
か
ら
も
岩
国
か
ら
も
離
れ
る
こ
と
に

な
り
、
そ
こ
で
偶
然
見
つ
け
た
学
習
教
室
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
始
め
ま
す
。
こ
の
時
の
経

験
が
今
の
指
導
者
と
し
て
の
基
礎
に
な
っ
て

で
す
。
原
田
さ
ん
は
立
ち
上
げ
た
当
時
を
振

り
返
り
「
最
初
は
参
加
す
る
子
供
よ
り
も
指

導
す
る
大
人
の
方
が
多
か
っ
た
」
と
話
し
ま

す
。
そ
れ
で
も
口
コ
ミ
で
参
加
者
も
徐
々
に

増
え
、
今
で
は
90
人
を
数
え
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
今
で
も
ク
ラ
ブ
を
故
郷
の
よ

う
に
思
い
、
卒
業
生
た
ち
が
顔
を
出
す
そ
う

で
東
京
五
輪
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
子
日
本
代
表

の
徳
田
兄
弟
も
そ
の
う
ち
の
２
人
で
す
。

　
「
私
は
た
ま
た
ま
代
表
を
し
て
い
る
だ
け
。

参
加
し
て
く
れ
る
子
供
た
ち
が
い
て
、
サ
ポ

ー
ト
す
る
大
人
や
関
わ
る
み
ん
な
の
お
か
げ
。

１
人
で
は
何
も
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
」

そ
う
話
す
原
田
さ
ん
の
子
供
た
ち
へ
の
思
い

は
深
く
み
ん
な
が
ク
ラ
ブ
の
主
人
公
と
い
う

気
持
ち
で
日
々
指
導
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
楽
し
さ
を
知
っ
て
お
け
ば
後
か

ら
つ
ら
い
事
が
あ
っ
て
も
頑
張
れ
る
と
信
じ

て
い
る
。
私
自
身
も
子
供
た
ち
か
ら
得
る
も

の
は
大
き
く
、
そ
れ
を
い
つ
か
返
し
て
い
き

た
い
」
と
ク
ラ
ブ
の
未
来
を
見
詰
め
ま
す
。

学習教室時代に学んだ子供たちとの関わり
方が今のクラブでの指導に生きている

い
る
と
話
し
ま
す
。

「
子
供
た
ち
と
し
っ
か
り
関
わ
り
、

信
頼
関
係
を
作
れ
ば
、
心
を
開

い
て
く
れ
ま
す
。
信
頼
関
係
が

あ
れ
ば
子
供
た
ち
は
ど
ん
ど
ん

力
を
付
け
て
い
く
ん
で
す
」

　

仲
間
と
共
に
始
め
た
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
は
多
世
代
が
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
核
に
自
主
性
を
養
う

事
、
多
種
目
を
気
軽
に
楽
し
む

事
な
ど
を
目
指
し
て
活
動
す
る

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「お世話になったクラブに恩返しがしたい」
とクラブ卒業生（写真右）も指導を手伝う

子
供
た
ち
が
わ
く
わ
く
で
き
る

居
場
所
で
あ
り
た
い

　IDBスポーツクラブ
理事長。高校時代のハ
ンドボール部OGたち
と共に岩国市で総合型
地域スポーツクラブを
立ち上げた。クラブの
指導を通して、子供た
ちに楽しむこと、感謝
することを伝え続けて
いる。

　 ▲
原田さん
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10
月
９
日
、
ら
か
ん
高
原
で
自
然
観
察

講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
観
し
た
親
子

ら
は
ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も

約
１
時
間
ら
か
ん
高
原
の
湿
原
を
歩
き
、

動
植
物
を
観
察
し
ま
し
た
。
ま
た
採
取
し

た
水
を
ろ
過
し
、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と

さ
ま
ざ
ま
な
微
生
物
が
確
認
で
き
、
参
加

者
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

湿
原
の
特
徴
な
ら
で
は
の
生
物
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽

し
め
る
秋
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

らかん高原の湿原に
すむ生物を観察しよう！

なんか虫がおるよ！

捕まえた！



広報いわくに

パワー全開、秋季大運動会！

　９月８日、由宇文化会館で由宇
モア大学講座「終活と相続の準備
の仕方がわかる」が開催されまし
た。「どこから手を付けたらいい
かわからない」終活について、何
を、いつ、どのように取り組むか
をポイントに分かりやすく講義が
進み、人生の終盤の時期を、より
豊かに迎えるための準備であるこ
とを学びました。

　９月19日、本郷小中学校で本郷小中学校合同秋季大運動会が開
催されました。児童・生徒らは徒競走や応援合戦、ダンスなど日
頃の練習の成果を思い切り発揮しました。きらきらと目を輝かせ、
一生懸命競技に取り組んでいる児童・生徒に先生や友達、保護者
から大きな拍手が送られ、グラウンド中に響き渡っていました。

　９月８日、周東中央公民館多目
的ホールで「災害から身を守る天
気予報の見方・使い方講座」が開
催されました。講師にＫＲＹ山口
放送㈱の山本昇治気象予報士を
招き、天気予報の見方や気象用語、
災害が起こる前にどのように備え
るかなどを学びました。参加者は
自分や大切な人を災害から守るた
め、熱心に耳を傾けていました。

終活に取り組む

ソバの種をまこう～収穫を楽しみに～
　８月29日、美川町の東谷さぬきパークで、第20回目となるソ
バの種まきが開催されました。大人43人､子供16人の参加者ら
は澄みきった青空の下、段々畑で普段あまり経験することのな
い畑仕事に苦戦しながらも親子で種まきを楽しみました。
　また山間の緑と小川のせせらぎ、豊かな自然に癒されるひと
ときとなりました。

天気予報の見方を学び、
災害に備える

12
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  10月７日、川下中学校で食育講演会「ライブキッチン　簡単！
朝ごはん」が開催されました。料理研究家の河瀬璃菜氏が電子レ
ンジを使って簡単に作る朝食の実演を見た生徒らは、朝食にお勧
めの食材を質問するなど、毎日朝食を取ることの大切さを学ぶこ
とができました。

これなら自分で朝ごはん作れるかも！？

　９月28日、ハーモニーみわで初心者スマホ教室が行われまし
た。講師の古川和人氏が電話帳登録やＳＭＳなどの基本操作か
ら、音声入力や写真で情報を検索する方法など便利な機能まで
分かりやすく解説。受講者からは「なかなか家では教わる機会
がないのでとても助かった」などの声が聞かれました。

スマホの悩み、一緒に解決します

　10月６日から31日まで玖珂中央
コミュニティセンター交流ラウン
ジで、玖珂絵画クラブ展が開催さ
れました。好きなものを好きなよ
うに描くことをモットーとして活
動している玖珂絵画クラブ会員が
手掛けた油絵、水彩画の約30点の
作品が展示されました。訪れた人
は魅力的な絵の世界に引き込まれ
ていました。

運転手さんへ、
いつもありがとう

芸術の秋に力作が集結

　秋の交通安全週間に合わせ、錦
町内の小学生がドライバーの皆さ
んに手紙を書きました。今年は交
通安全キャンペーンが中止となり、
道行くドライバーに手渡す機会
がなかったため、錦総合支所庁舎
のロビーに展示し披露されました。
ドライバーと子供たち、お互いの
思いやりが感じられる心温まる内
容の手紙ばかりでした。



●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症(C

O
V
ID
-19)

に
つ
い
て
②

[185]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

タマネギとアサリの
さっと煮

アサリとだしのうまみが染みだす

広報いわくに 14

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
他
の
多
く
の
ウ

イ
ル
ス
と
同
様
、
飛ひ
ま
つ沫
感
染
が
主
体
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
換
気
の
悪
い
環
境
で

は
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
が
無
く
て
も
感
染
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
3
密（
密

閉
、
密
接
、
密
集
）回
避
が
重
要
で
、
マ
ス

ク
に
よ
る
予
防
効
果
は
非
常
に
高
い
こ
と
も

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
潜
伏
期
は
14
日
間
程

度
で
、
5
日
程
度
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
相
手
に
感
染
さ
せ
る
の
は
発
症

2
日
前
か
ら
発
症
後
10
日
間
程
度
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
発
症
前
か
ら
感
染
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
予
防
の
重
要
性
が
理
解
で
き

ま
す
。

　

民
間
的
予
防
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
よ
う

に
3
密
回
避
、
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
が
基
本

で
す
。
医
学
的
予
防
と
し
て
は
現
状
ワ
ク
チ

ン
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

効
果
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
報
道
と
見
解
が

あ
り
ま
す
が
、
医
学
的
デ
ー
タ
か
ら
見
れ
ば

ワ
ク
チ
ン
効
果
は
非
常
に
高
い
と
言
え
ま
す
。

最
新
の
医
学
論
文
か
ら
の
情
報
も
加
味
す
る

と
、
日
本
に
流
通
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
を
２

回
接
種
完
了
す
れ
ば
、
多
く
の
場
合
、
し
っ

か
り
と
抗
体
価
を
得
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
心
配
さ
れ
て
い
る
デ
ル
タ
株
へ
の

有
効
性
も
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
が
こ
れ
だ
け
の
効
果
を
有
す
る

理
由
はm

RN
A

ワ
ク
チ
ン
と
い
う
構
造
に

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
構
造
の
説
明
は
難
解
と

な
る
の
で
省
略
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
日
本

に
流
通
し
て
い
た
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
や
生
ワ

ク
チ
ン
と
も
違
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ

ン
で
す
。
そ
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す

る
副
反
応
へ
の
心
配
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る

脅
威
を
考
え
る
と
、
や
は
り
接
種
し
た
方
が

良
い
と
考
え
ま
す
。
接
種
す
る
か
ど
う
か
は

最
終
的
に
個
人
の
判
断
と
な
り
ま
す
が
、
今

回
の
内
容
が
皆
さ
ま
の
判
断
材
料
の
一
つ
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ち
な
み
に
妊
娠
中
、
授
乳
中
、
妊
娠
を
計

画
中
の
方
も
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
前
に
既
に

感
染
さ
れ
た
方（
既
感
染
者
）も
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
必
要
で
あ
る
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
既
感
染
者
の
方
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
検
討
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
検
査
や
実
際
に
罹り
か
ん患
し
て
し
ま
っ

た
場
合
、
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場
合
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
　
【
岩
国
市
医
師
会
】 

●エネルギー 53kcal/人　●食塩相当量 0.4g/人

材料（２人分）

　を加え、さっと煮て火を止める。
★ひとことポイント★
　だしとアサリのうまみを合わせることで少ない調
味料でもおいしく仕上がります。また牛乳を使うこ
とで味がマイルドになり減塩効果があります。

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

①タマネギは２㎝幅のくし型に切る。アサリの水煮
　缶はアサリと缶汁に分けておく。
②青ネギは小口切りにし、ショウガは薄切りにする。
③鍋にＡを入れ火にかけ、煮立ったらタマネギを入
　れて煮る。
④タマネギが軟らかくなったら牛乳、アサリ、青ネギ

・タマネギ…150g
・アサリ水煮缶
　　　…小1/2缶(65g)　　　　　　　
・青ネギ…10g
・牛乳…50ml

・アサリの缶汁…50ml
・だし汁…50ml
・ショウガ…５g
・酒…大さじ２
・しょうゆ…小さじ１

作り方

A
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○
岩
国
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

《
委
員
会
中
間
報
告
》

〇
都
市
活
力
再
生
・
推
進
調
査
特
別
委
員
会

中
間
報
告

《
議
員
提
出
議
案
》

〇
岩
国
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

〇
中
華
人
民
共
和
国
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

に
対
す
る
調
査
及
び
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
場

合
の
抗
議
を
求
め
る
意
見
書

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果
　可決・
採択など

　否決・不
採択など 継続審査

諸般の報告 ５ ― ― ―

監査報告 ４ ― ― ―

報　　告 11 ― ― ―

諮　　問 ３（３） 3 0 0

認　　定 13（13） 13 0 0

議　　案 23（23） 23 0 0
委員会中間報告 １ ― ― ―
議員提出議案 ２（２） ２ 0 0

○
令
和
２
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等

の
報
告
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
教
育
委
員
会
の
点
検
及
び
評

価
に
つ
い
て

《
諮
問
》

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
再
任
】
濵
岡
明
人（
南
岩
国
町
）

【
再
任
】
河
窪
憲
明（
周
東
町
）

【
再
任
】
白
石
克
至（
錦
町
）【
敬
称
略
】

《
認
定
》

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て　

な
ど
13
件

《
議
案
》

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○
令
和
３
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

○
令
和
３
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

〇
令
和
３
年
度
岩
国
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
３
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

《
諸
般
の
報
告
》

〇
岩
国
市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

〇
い
わ
く
に
バ
ス
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

〇
一
般
財
団
法
人
玖
珂
町
体
育
施
設
等
管
理

協
会
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

○
美
川
開
発
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て○
中
山
間
地
域
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て

《
監
査
報
告
》

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

３
件

○
令
和
３
年
度
第
１
回
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
に
つ
い
て

《
報
告
》

○
公
務
上
の
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て　

７
件

○
市
道
に
お
け
る
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て　

２
件

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
３
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
３
年
度
錦
帯
橋
管
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
３
年
度
岩
国
市
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
３
年
度
岩
国
市
駐
車
場
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
令
和
３
年
度
岩
国
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
岩
国
市
手
話
言
語
条
例

○
岩
国
市
英
語
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

○
岩
国
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例○
岩
国
市
森
林
環
境
整
備
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
わ
か
ば
保
育
園
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

○
市
営
住
宅
沖
原
団
地
新
築
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

○
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
玖
西
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
関
す
る
協

議
に
つ
い
て

〇
玖
西
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産

処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
玖
西
環
境
衛
生
組
合
の
解
散
に
伴
う
事
務

の
承
継
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

審
議
項
目
と
結
果

2021.11.1

市
議
会
９
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

　

市
議
会
９
月
定
例
会
が
、
８
月
27
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議
や
一
般

質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

議
会
事
務
局
☎（
29
）５
１
９
３

問



発
熱
等
の
症
状
が
出
た
と
き
は

ま
ず
は
電
話
で
相
談
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
無

症
状
や
軽
症
の
場
合
が
多
く
、
感
染
を
広
げ

な
い
た
め
に
は
、
軽
い
風
邪
症
状
で
も
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

会
お
よ
び
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
決
定
す
る
都
市
計
画　

　

岩
国
駅
前
南
地
区
地
区
計
画
、
岩
国
駅
前

南
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

●
素
案
の
閲
覧

　

都
市
計
画
の
決
定
に
関
す
る
素
案
を
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

11
月
５
日
㈮
〜
26
日
㈮

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

場
所　

都
市
計
画
課

●
説
明
会

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
11
月
11
日
㈭　

18
時
〜　

②
11
月

13
日
㈯　

15
時
〜　

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

申
都
市
計
画
課
☎（
29
）５
１
６
１

●
公
聴
会

　

公
述
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
申
し
出
が
な
い
場
合
、
公
聴

会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

日
時　

11
月
27
日
㈯　

10
時
〜

場
所　

市
役
所　

２
階
特
別
会
議
室

提
出
期
間　

11
月
５
日
㈮
〜
19
日
㈮

（
消
印
有
効
）

申
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
対
象
と
な
る

都
市
計
画
、
意
見
の
要
旨
、
理
由
を
記
載
し

た
書
面
を
郵
送
ま
た
は
直
接
、
都
市
計
画
課

へ問
都
市
計
画
課
☎（
29
）５
１
６
１

　

ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
冬
季

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

鑑
別
が
難
し
い
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
る
人

が
多
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

受
診
す
る
際
は
円
滑
な
受
診
と
医
療
機
関

内
の
感
染
防
止
の
た
め
、
受
診
前
に
電
話
で

相
談
し
、
案
内
に
従
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
医
の
あ
る
人

　

診
療
時
間
内
に
ま
ず
は
電
話
で
相
談
し
て

く
だ
さ
い

●
か
か
り
つ
け
医
の
な
い
人

　

受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
岩
国
市
保

健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い

〇
受
診
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

＃
７
７
０
０
ま
た
は
☎
０
８
３（
９
０
２
）２

５
１
０

〇
岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
日
８
時
30
分

〜
17
時
15
分
）
☎（
24
）３
７
５
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

で
、
発
症
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
感
染
を

予
防
す
る
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
（
マ
ス

ク
着
用
、
小
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指
消
毒
、

小
ま
め
な
換
気
）
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

都
市
計
画
決
定
案
の
説
明
会
・

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

　

岩
国
都
市
計
画
の
決
定
案
に
関
す
る
説
明

宝
く
じ
の
助
成
金
で

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
す
る

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
、
岩
国
市
自
治
会

連
合
会
で
は
、
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
、
折
り
畳

み
椅
子
、
テ
ン
ト
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
用
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎（
29
）５
０
１
５

高
齢
者
の

　
　

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

日
時　

11
月
９
日
㈫
〜
15
日
㈪

重
点
目
標　

○
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

○
高
齢
者
の
自
転
車
安
全
利
用
の
推
進

○
反
射
材
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
促
進　

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎（
29
）５
０
１
８

放
置
自
転
車
な
ど
を

　
　
　
　

一
斉
に
撤
去
し
ま
す

　

路
肩
や
駐
輪
場
内
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自

転
車
な
ど
に
放
置
禁
止
の
警
告
札
を
付
け
て
、

一
定
期
間
経
過
後
も
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の

を
撤
去
し
ま
す
。
置
き
忘
れ
の
自
転
車
な
ど

お
知
ら
せ

16広報いわくに

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

　
　
　
　
　

設
置
し
ま
せ
ん
か

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
急
病
な
ど
の
非

常
時
に
、
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
自
動
的
に

受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る
も
の
で
す
。

体
調
不
良
時
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

※
設
置
に
は
固
定
電
話
の
回
線
が
必
要
で
、

回
線
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

対
象　

○
市
内
に
在
住
す
る
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
、
１
人
暮
ら
し
ま
た
は
１
人
暮
ら
し

に
準
ず
る
世
帯
の
人

○
市
内
に
在
住
す
る
重
度
身
体
障
害
者
な
ど

で
、
１
人
暮
ら
し
ま
た
は
１
人
暮
ら
し
に
準

ず
る
世
帯
の
人

料
金　

５
２
４
円
／
月
（
口
座
振
替
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

認
め
印
、
金
融
機

関
届
け
出
印
、
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も

の
（
通
帳
な
ど
）

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
８
８
、
障

害
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
２
２
、
総
合
支
所
、

支
所
、
出
張
所

伝
わ
る
よ　

あ
な
た
の
言
葉　

そ
の
思
い　

玖
珂
小
６
年　

藤
井
悠
輔

大
切
に　

未
来
に
つ
な
が
る　

今
の
自
分　

美
和
中
１
年　

源
内
祐
太
郎

「
あ
り
が
と
う
」　

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
言

葉　

岩
国
商
業
高
１
年　

福
永
音
好

○
作
文
の
部
（
応
募
総
数
７
０
４
点
）

あ
り
が
と
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん　

灘
小
５
年

藤
田
湖
音

三
軒
隣
の
明
る
い
希
望　

灘
中
１
年 

藤
田

喜
子

い
じ
め
と
は
何
か　

岩
国
工
業
高
２
年 

川

井
葵
立
花

●
優
秀
･
優
良
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

芝
山
千
織
、
田
村
楓
太

優
良　

清
水
遥
斗
、
田
中
歩
華
、
平
井
碓
真
、

舛
井
初
花
、
邑
川
舞
衣

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

堀
渕
結
奈
、
吉
岡
智
星

優
良　

齋
宮
璃
々
、
阪
田
葵
、
嶋
田
玲
羅
、

山
縣
玲
奈
、
山
本
さ
く
ら

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
高
校
）

優
良　

光
教
路
空
彩
、
白
木
亜
矢
子
、
別
所

彩○
標
語
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

数
井
太
智
、
吉
元
爽
真

優
良　

桑
村
龍
成
、
近
藤
七
美
、
花
川
乃
柚
、

藤
本
龍
之
介
、
御
手
洗
寿
莉

○
標
語
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

重
弘
紗
依
花
、
横
田
み
ず
き

は
速
や
か
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

国
道
、
県
道
、
市
道
や
駅
駐
輪
場
な

ど実
施
期
間　

11
月
中

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎（
29
）５
０
１
８

青
少
年
健
全
育
成（
非
行
防
止
）

　
　
　
　
　
　
　

作
品
入
賞
者

　

11
月
の
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推
進
強
調

月
間
に
合
わ
せ
、
市
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら

青
少
年
健
全
育
成
（
非
行
防
止
）
を
テ
ー
マ

に
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
・
作
文
を
募
集
し
、
審

査
の
結
果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
最
優
秀
作
品

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
（
応
募
総
数
２
０
３
点
）

○
標
語
の
部
（
応
募
総
数
２
４
０
８
点
）

優
良　

大
江
仁
菜
、
河
本
環
嘉
、
竹
村
幸
惺
、

鞆
川
寛
尉
、
廣
實
海
斗

○
標
語
の
部
（
高
校
）

優
秀　

岩
間
夢
羽
、
小
林
優
太

優
良　

井
手
真
優
、
岡
崎
美
花
、
亀
田
峻
佑
、

髙
木
陵
希
、
山
本
勇
斗

○
作
文
の
部
（
小
学
校
）

優
秀　

田
中
絢
裕
、
福
原
鈴
乃

優
良　

朝
枝
明
菜
、
加
島
璃
乃
、
小
村
陸
、

久
野
克
大
、
藤
重
惠
大

○
作
文
の
部
（
中
学
校
）

優
秀　

橋
本
寧
久
、
松
井
希
星
来

優
良　

大
橋
由
佳
、
奥
田
彩
日
音
、
嶋
田
健

人
、
難
波
寛
太
、
松
本
涼

○
作
文
の
部
（
高
校
）

優
秀　

梅
川
瑠
奈
、
亀
田
修
吾

優
良　

井
上
純

《
敬
称
略
》 

●
入
賞
作
品
展

○
中
央
図
書
館　

11
月
10
日
㈬
〜
17
日
㈬　

○
周
東
中
央
公
民
館　

11
月
19
日
㈮
〜
26
日

㈮　

○
玖
珂
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
月
２
日
㈭
〜
９
日
㈭　

○
由
宇
文
化
会
館

12
月
14
日
㈫
〜
21
日
㈫　

○
錦
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー　

１
月
４
日
㈫
〜
11
日
㈫　

○
美
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

１
月
14
日
㈮
〜

21
日
㈮　

○
本
郷
ふ
る
さ
と
交
流
館　

１
月

25
日
㈫
〜
２
月
１
日
㈫　

○
ハ
ー
モ
ニ
ー
み

わ　

２
月
３
日
㈭
〜
10
日
㈭

問
青
少
年
課
☎（
43
）０
９
０
１
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生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の

　
　
　
　
　

縦
覧
を
行
い
ま
す

　

み
す
み
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力

変
更
に
伴
う
生
活
環
境
影
響
調
査
の
結
果
を

縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

場
所　

環
境
施
設
課

●
意
見
書
の
提
出

　

利
害
関
係
人
は
、
案
に
対
す
る
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

提
出
期
間　

12
月
14
日
㈫
ま
で
（
必
着
）

申
住
所
、
氏
名
（
法
人
は
名
称
、
代
表
者
の

氏
名
、
登
記
さ
れ
た
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

の
所
在
地
）、
施
設
の
名
称
、
生
活
環
境
の

保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
記
載
し
た
書

面
を
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
、
環
境
施
設
課
へ

問
環
境
施
設
課
☎（
29
）５
０
３
５

　
（
22
）２
８
６
６

kanshisetsu@
city.iw

akuni.lg.jp

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
ウ
ェ

ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」を
公
開
し
ま
す

　
「
岩
国
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画

（
第
四
次
）」
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
に
行

わ
れ
た
子
供
の
読
書
活
動
整
備
の
た
め
の
取

FAX

り
ま
す
。

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２
２
２

税
を
考
え
る
週
間

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」

期
間　

11
月
11
日
㈭
〜
17
日
㈬

●
税
の
無
料
相
談

日
時　

11
月
13
日
㈯　

10
時
〜
16
時

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場相
談
員　

中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

●
税
に
関
す
る
習
字
・
作
文
・
絵
は
が
き
コ

ン
ク
ー
ル
作
品
展

日
時　

11
月
13
日
㈯
〜
19
日
㈮

場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

２
階
特
設
会

場問
岩
国
税
務
署
☎（
22
）０
１
１
１

11
月
は
労
働
保
険
適
用

　
　
　
　

促
進
強
化
期
間
で
す

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
の
加
入
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か
。

　

労
災
保
険
は
、
業
務
上
の
事
由
や
通
勤
に

よ
る
労
働
者
の
負
傷
、
病
気
、
死
亡
の
際
に

被
災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す
る
た
め
に
必

要
な
保
険
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合

り
組
み
や
活
動
を
、
岩
国
市
図
書
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
や
学
校
で
の
読
書
活
動
の
様
子
な

ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
中
央
図
書
館
☎（
31
）０
０
４
６

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
の
発
行

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」
を
日
本
年
金
機
構
本

部
か
ら
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て

送
付
し
ま
す
。

 

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
来
年
の
2
月
上
旬
に
証
明
書
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。

●
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管

を
！

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
証
明
書
と
必
要
に

応
じ
て
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
領
収
書
が
必

要
で
す
。
家
族
分
や
過
去
の
年
度
分
、
追
納

分
の
国
民
年
金
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な

や
労
働
者
の
雇
用
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
、
労
働
者
の
生
活
や
雇
用
の
安
定
を
図

る
と
と
も
に
、
再
就
職
を
促
進
す
る
た
め
必

要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。
失
業
の
予
防
、

労
働
者
の
能
力
開
発
・
向
上
、
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎（
21
）３
２
８
１

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間　

11
月
９
日
㈫
〜
15
日
㈪

全
国
統
一
標
語　
「
お
う
ち
時
間　

家
族
で

点
検　

火
の
始
末
」

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

10
の
ポ
イ

ン
ト

４
つ
の
習
慣　

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
し

な
い
、
さ
せ
な
い　

○
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い　

○
こ
ん
ろ

を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い　

〇

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
掃
除
し
、
不
必
要

な
プ
ラ
グ
は
抜
く

６
つ
の
対
策　

○
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の

付
い
た
機
器
を
使
用
す
る　

○
火
災
の
早
期

発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定

期
的
に
点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る

○
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整

理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る　

○
火
災
を
小
さ
い
う

ホームページ

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう
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ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く　

〇
お
年
寄
り
や

身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く　

〇
防

火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に

よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行
う

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

☎（
31
）０
１
９
６

農
薬
危
害
防
止
運
動
強
化
月
間

　

農
薬
の
使
用
に
伴
う
事
故
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
、
５
・
６
月
と
10
・
11
月
を
農
薬
危

害
防
止
運
動
強
化
月
間
に
定
め
て
い
ま
す
。

●
重
点
推
進
事
項

○
登
録
農
薬
の
使
用
、
農
薬
使
用
基
準
の
順

守
、
農
薬
の
適
正
な
保
管
管
理
、
使
用
状
況

の
記
録
お
よ
び
適
正
処
分
の
推
進

○
農
薬
散
布
以
外
の
防
除
方
法
と
効
果
的
な

農
薬
散
布
の
組
み
合
わ
せ
の
推
進

○
周
辺
住
民
な
ど
へ
の
農
薬
散
布
計
画
の
事

前
周
知
と
農
薬
飛
散
防
止
対
策
の
徹
底

○
無
人
航
空
機
に
よ
る
防
除
に
つ
い
て
、
山

口
県
に
お
け
る
農
薬
の
空
中
散
布
に
係
る
安

全
対
策
実
施
要
領
の
順
守
に
よ
る
事
故
発
生

防
止
対
策
の
徹
底

○
農
薬
販
売
者
は
、
農
薬
の
適
正
な
保
管
管

理
と
農
薬
購
入
者
へ
の
適
切
な
助
言
に
よ
る

適
正
使
用
の
推
進

○
蜜
蜂
に
対
す
る
農
薬
の
影
響
を
防
止
・
低

任
期　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

定
員　

①
＝
19
人　

②
＝
50
人
（
区
域
ご
と

に
１
人
）

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫　

※
詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

支
所
に
備
え
付
け
の
推
薦
要
項
、
募
集
要
項

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す

申
問
農
業
委
員
会
事
務
局
☎（
29
）５
２
３
０

韓
国
語
ス
ピ
ー
チ

　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
者

対
象　

市
内
近
郊
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
す
る
人
（
韓
国
語
を
母
国
語
と
す
る
人
は

除
く
）　

日
時　

12
月
12
日
㈰　

13
時
30
分
〜

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
原
稿
審
査

テ
ー
マ　

友
好
と
文
化
に
関
す
る
内
容
な
ど

部
門　

〇
朗
読
の
部　

〇
ス
ピ
ー
チ
の
部

（
小
中
学
生
）　

〇
ス
ピ
ー
チ
の
部
（
一
般
）

〇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
部
（
歌
・
寸
劇
な
ど
）

※
１
人
３
分
以
内

募
集
期
間　

11
月
15
日
㈪
ま
で（
消
印
有
効
）

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
添
え
て
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
で
山
口
県
岩
国
日
韓
親
善
協
会
へ

減
す
る
た
め
の
、
関
係
者
の
連
携
推
進

問
山
口
県
農
業
振
興
課

☎
０
８
３（
９
３
３
）３
３
６
６

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

11
月
１
日
㈪
・
２
日
㈫
・
４
日
㈭
・

８
日
㈪
〜
12
日
㈮
・
15
日
㈪ 

８
時
〜
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎（
29
）５
０
２
４

募
集農

業
委
員
と

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

次
の
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
お
よ
び
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
委
員　

①
農
業
委
員
＝
市
議
会
の
同
意

を
得
た
後
に
市
長
が
任
命　

②
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
＝
農
業
委
員
会
が
委
嘱

対
象　

①
＝
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌
に
属

す
る
事
項
に
関
し
そ
の
職
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
人　

②
＝
農
地
な
ど
の
利
用

の
最
適
化
の
推
進
に
熱
意
と
識
見
を
有
す
る

人　

宛
先　

〒
７
４
１
―
０
０
６
１　

岩
国
市
錦

見
二
丁
目
15
―
２　

今
泉
京
子
宛

im
ahengbokeyo@

yahoo.co.jp

問
山
口
県
岩
国
日
韓
親
善
協
会　

☎
０
９
０（
３
３
７
８
）７
７
５
９

試
験陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

試
験
日　

１
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

募
集
期
間　

１
月
14
日
㈮
ま
で

入
校
時
期　

令
和
4
年
4
月
上
旬

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域
事

務
所
☎（
23
）1
5
8
0

相
談不

妊
専
門
相
談
会

　

専
門
医
が
、
不
妊
・
不
育
で
悩
ん
で
い
る

夫
婦
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈮　

15
時
〜
17
時

場
所　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
期
間　

11
月
26
日
㈮
ま
で

申
問
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
29
）１
５
２
３

募　

集

相　

談

試　

験

料金の記載がないものは原則無料です
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子
供
の
健
康
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
（
あ
か
り
の
会
）

日
時　

11
月
16
日
㈫　

10
時
〜
11
時

場
所　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

リ
ハ
ビ
リ
棟
２
階
会
議
室

定
員　

３
人
（
先
着
順
）

内
容　

医
師
が
子
供
の
健
康
や
病
気
、
発
達

障
害
、
育
て
方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う

申
問
小
児
医
療
を
守
る
会
＊
あ
か
り

☎
０
８
０（
６
３
１
５
）４
７
１
９

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

●
11
月
12
日
㈮
〜
18
日
㈭

　

こ
の
期
間
は
、
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
19
時
（
土
・
日
曜

は
10
時
〜
17
時
）

内
容　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
な
ど
に
お
け
る
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

イ
ベ
ン
ト

秋
の
錦
帯
橋
遊
覧
船

　

秋
の
錦
帯
橋
を
楽
し
め
る
遊
覧
船
で
す
。

場
所　

春
・
秋
遊
覧
船
乗
り
場

※
悪
天
候
な
ど
で
運
航
中
止
の
場
合
有
り

●
喫
茶
舟

　

船
上
喫
茶
店
で
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
楽

し
む
特
別
な
ひ
と
と
き
を
ど
う
ぞ
。

日
時　

○
貸
し
切
り　

11
月
１
日
㈪
〜
30
日

㈫　

11
時
〜
14
時
の
う
ち
１
時
間

※
６
人
以
上
で
５
日
前
ま
で
に
要
予
約

○
乗
り
合
い　

11
月
３
日
㈷
・
７
日
㈰
・
14

日
㈰
・
21
日
㈰
・
23
日
㈷
・
28
日
㈰　

11
時

〜
12
時
、
12
時
30
分
〜
13
時
30
分

※
最
少
催
行
人
数
は
６
人
。
５
日
前
ま
で
に

要
予
約

※
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

料
金　

１
７
０
０
円
（
お
菓
子
の
詰
め
合
わ

せ
・
飲
み
物
代
含
む
）

●
も
み
じ
舟

　

彩
り
の
川
面
と
錦
帯
橋
を
眺
め
る
、
美
し

い
水
上
散
策
を
楽
し
め
ま
す
。

日
時　

○
貸
し
切
り　

11
月
１
日
㈪
〜
30
日

㈫　

11
時
〜
14
時
の
う
ち
１
時
間

※
４
人
以
上
で
５
日
前
ま
で
に
要
予
約

○
ミ
ニ
遊
覧
（
乗
り
合
い
で
20
分
間
）　

11

月
３
日
㈷
〜
28
日
㈰
の
土
・
日
曜
、
祝
日　

11
時
〜
14
時

相
談
受
付
電
話
番
号

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
８
３（
９
２
２
）２
２
９
５

講
演
講
座

錦
帯
橋
世
界
遺
産

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１

　
「
錦
帯
橋
に
お
け
る
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ

（
真
実
性
）」
を
テ
ー
マ
に
、
有
識
者
に
よ
る

講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
19
日
㈰ 

10
時
〜
12
時

※
事
前
申
し
込
み
不
要
。
当
日
受
け
付
け

場
所　

岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル　

錦
雲
閣

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

内
容　

①
世
界
に
お
け
る
木
造
建
築
遺
産
の

保
存
・
継
承
方
法
と
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ

（
真
実
性
）　

②
錦
帯
橋
に
お
け
る
オ
ー
セ
ン

テ
ィ
シ
テ
ィ
（
真
実
性
）

講
師　

①
＝
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
・
ア
レ
ハ
ン
ド

ロ
氏
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
助
教
）
②
＝
清

水
重
敦
氏
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
）

問
錦
帯
橋
課
☎（
29
）５
１
０
７ ホームページ

講
演
・
講
座

イ
ベ
ン
ト

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう
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料
金　

○
貸
し
切
り　

大
人
＝
１
２
０
０
円
、

小
学
生
＝
６
０
０
円
（
１
時
間
当
た
り
の
料

金
）　

○
ミ
ニ
遊
覧　

大
人
＝
５
０
０
円
、

小
学
生
＝
３
０
０
円

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

申
問（
一
社
）岩
国
市
観
光
協
会
鵜
飼
事
務
所

☎（
28
）２
８
７
７

錦
帯
橋
芸
術
祭
２
０
２
１

　

世
界
に
誇
る
木
造
橋
で
あ
る
錦
帯
橋
を
守

り
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
、
文
化
芸
術
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

①
錦
帯
橋
篝か
が
り
び火　

錦
帯
橋
に
沿
っ
て
錦
川
の

川
面
と
両
岸
に
篝
火
を
設
置
し
、
錦
帯
橋
を

自
然
な
灯
り
で
照
ら
し
出
す
。

②
竹
灯
籠
で
明
か
り
の
演
出　

鵜
飼
広
場
に

〇
制
限
時
間
内
に
完
走
で
き
医
師
か
ら
運
動

制
限
を
受
け
て
い
な
い
健
康
な
人

〇
主
催
者
が
講
じ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
同
意
で
き
る
人

日
時　

３
月
６
日
㈰　

９
時
〜
（
受
け
付
け

開
始
＝
７
時
）

※
雨
天
決
行

コ
ー
ス　

錦
帯
橋
周
辺
（
横
山
〜
御
庄
）

種
目　

①
ハ
ー
フ
＝
高
校
生
以
上
の
男
女　

②
５
㎞
＝
中
学
生
以
上
の
男
女

定
員　

①
＝
千
人　

②
＝
３
０
０
人

（
先
着
順
）

料
金　

①
＝
４
５
０
０
円　

②
＝
４
千
円

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
12
月
６
日
㈪
ま

で
（
11
月
10
日
㈬
ま
で
は
岩
国
市
内
先
行
受

け
付
け
）

申
㈱
ラ
ン
ナ
ー
ズ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト（http://runnet.jp/

）か
ら

問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎（
32
）７
３
７
２

竹
灯
籠
を
設
置
し
、
幻
想
的
な
灯
り
の
演
出

を
行
う
。

③
現
代
ア
ー
ト
展
示　

美
術
作
家
、
瀬
戸
理

恵
子
氏
に
よ
る
現
代
ア
ー
ト
を
展
示
。

④
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

柏
原

美
術
館
、
吉
川
史
料
館
、
五
橋
文
庫
、
岩
国

徴
古
館
、
岩
国
シ
ロ
ヘ
ビ
の
館
の
５
館
周
遊

イ
ベ
ン
ト
。
５
館
全
て
に
入
館
す
る
と
特
典

あ
り
。

日
時　

①
②
＝
11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰　

17

時
〜
19
時　

③
＝
11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰　

④
＝
11
月
６
日
㈯
〜
28
日
㈰

場
所　

錦
帯
橋
周
辺　

問
錦
帯
橋
芸
術
祭
事
業
推
進
委
員
会
（
文
化

振
興
課
内
）
☎（
29
）５
２
１
１

錦
帯
橋
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

対
象　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

〇
中
国
５
県
に
在
住
す
る
中
学
生
以
上
の
人

インスタグラム ホームページ

ツイッター フェイスブック

ホームページ

ホームページ

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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ド
リ
ー
ム
・
サ
ッ
カ
ー
in
岩
国

　

サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
と
元
日
本
代
表
に

準
ず
る
元
選
手
で
構
成
さ
れ
る
ド
リ
ー
ム
・

チ
ー
ム
が
岩
国
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈰　

13
時
〜
（
開
場
＝
９

時
）

場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス　

陸
上
競
技
場
（
55
フ
ィ
ー
ル
ド
）　

定
員　

１
５
０
０
人

※
入
場
す
る
に
は
整
理
券
が
必
要
（
県
内
に

在
住
す
る
人
の
み
配
布
）

内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｋ
戦
）、
ド

リ
ー
ム
・
ゲ
ー
ム
（
ド
リ
ー
ム
・
チ
ー
ム
と

岩
国
市
選
抜
チ
ー
ム
と
の
親
善
試
合
）、
ド

リ
ー
ム
抽
選
会

参
加
予
定
選
手　

福
西
崇
史
、
佐
藤
寿
人

他
18
人

申
愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
、
岩

国
市
総
合
体
育
館
、
玖
珂
総
合
公
園
で
入
場

整
理
券
を
配
布

（
無
制
限
）、
35
Ａ（
35
歳
以
上
）、
55
Ａ（
55

歳
以
上
）、
Ｂ（
経
験
中
位
）、
Ｎ（
初
心
者
）

○
グ
ル
ー
プ
ク
ラ
ス（
２
〜
５
人
）
＝
小
学

生
組
、
中
学
生
組
、
家
族
組
、
一
般
組
、
シ

ル
バ
ー
組

料
金　

○
事
前
申
し
込
み　

個
人
＝
５
０
０

円
、
グ
ル
ー
プ
＝
１
５
０
円
／
人

○
当
日
申
し
込
み　

個
人
＝
７
０
０
円
、
グ

ル
ー
プ
＝
２
０
０
円
／
人

募
集
期
間　

11
月
15
日
㈪
ま
で（
消
印
有
効
）

※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

年
齢
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
出
場
希
望
ク
ラ
ス
を
記
入
し
て

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、（
一
財
）岩
国

市
体
育
協
会
へ

宛
先　

〒
７
４
１
―
０
０
７
２　

平
田
一
丁

目
40
―
１

問（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX（
32
）７
３
７
２

国
際
交
流
カ
フ
ェ

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
３
年
〜
６
年

生
と
保
護
者

日
時　

12
月
12
日
㈰　

10
時
〜
２
時
間
程
度

場
所　

岩
国
市
民
文
化
会
館

定
員　

10
組
20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎（
29
）５
１
０
３

お
や
こ
元
気
ア
ッ
プ
！
教
室

●
お
や
こ
で
一
緒
に
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
運
動
♪

対
象　

遊
び
・
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
の
あ
る
幼

児
〜
小
学
２
年
生
と
そ
の
親

日
時　

11
月
28
日
㈰　

〇
幼
児
＝
９
時
30
分

〜
10
時
30
分　

〇
小
学
生
＝
11
時
〜
12
時

場
所　

市
役
所　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）

持
参
品　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

募
集
期
間　

11
月
22
日
㈪
ま
で

申
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
へ

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎（
29
）５
１
０
３

FAX（
21
）３
４
５
６

市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大

会
＆
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

日
時　

11
月
21
日
㈰　

10
時
40
分
〜
（
受
け

付
け
＝
９
時
〜
）

※
小
雨
決
行

場
所　

吉
香
公
園
噴
水
広
場
と
城
山
一
帯

定
員　

１
０
０
人

ク
ラ
ス　

○
個
人
ク
ラ
ス（
男
女
別
）
＝
Ａ

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう

22広報いわくに



内
容　

基
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
外
国
人
と
の

ク
リ
ス
マ
ス
会

料
金　

４
０
０
円

募
集
期
間　

11
月
18
日
㈭
ま
で

申
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
英
語
教
育
推
進
室
☎（
29
）５
２
０
１

マ
マ
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
教
室

　

マ
マ
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
か
わ
い
い
ア

イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
小
学
生
と
父
親

（
母
親
で
も
可
）

日
時　

12
月
11
日
㈯　

13
時
〜
15
時
30
分

場
所　

岩
国
市
役
所　

１
階
食
堂「
四
季
音
」

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

中
村
美
智
氏
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
ア
イ
シ
ン
グ

ク
ッ
キ
ー
認
定
講
師
）

料
金　

千
円
（
材
料
代
）

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫

申
親
子
の
氏
名
、
子
の
学
年
、
住
所
、
電
話

美
川
ム
ー
バ
レ
ー

㊡
火
曜
・
水
曜

美
川
町
根
笠　

☎（
77
）０
１
１
１

地
元
の
素
材
で
リ
ー
ス
作
り

●
手
ぶ
ら
で
楽
し
く
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
！

日
時　

11
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・
27
日
㈯
・

28
日
㈰
、
12
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
・
11
日
㈯
・

12
日
㈰
・
18
日
㈯
・
19
日
㈰　

10
時
〜
15
時

場
所　

美
川
ム
ー
バ
レ
ー　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
３
階
体
験
工
房

内
容　

地
元
で
採
れ
た
か
ず
ら
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
素
材
を
使
っ
て
リ
ー
ス
を
作
る

料
金　

１
２
０
０
円
／
個

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
12
月
19
日
㈰

（
空
き
が
あ
る
場
合
、
当
日
受
け
付
け
可
）

申
美
川
ム
ー
バ
レ
ー

番
号
を
電
話
で
男
女
共
同
参
画
室
へ

問
男
女
共
同
参
画
室
☎（
29
）５
３
４
０

第
29
回 Red Feather C

u
p

●
岩
国
市
民
赤
い
羽
根
募
金
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

11
月
23
日
㈷　

８
時
〜
（
受
け
付
け

＝
７
時
20
分
〜
）

場
所　

岩
国
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）

料
金　

参
加
料
＝
３
千
円
、
プ
レ
ー
代
（
ビ

ジ
タ
ー
）
＝
９
９
０
０
円
（
セ
ル
フ
、
食
事

代
込
み
）

募
集
期
間　

11
月
12
日
㈮
ま
で

申
問
岩
国
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

☎（
38
）１
１
７
７

献
血11

月
の
献
血

７
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

16
日
㈫　

○
岩
国
税
務
署
（
岩
国
法
人
会
）

10
時
〜
15
時
30
分

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

ホームページ

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

献　

血

美
川
ム
ー
バ
レ
ー

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎（
22
）０
１
２
２

科
学
教
室

●
空
気　

大
研
究
！

対
象　

小
学
３
年
〜
６
年
生

日
時　

①
11
月
20
日
㈯　

②
11
月
27
日
㈯　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

内
容　

空
気
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を

通
し
て
、
空
気
に
つ
い
て
学
ぶ

持
参
品　

筆
記
用
具
、
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

募
集
期
間　

11
月
10
日
㈬　

９
時
〜

申
電
話
で
、
科
学
セ
ン
タ
ー

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
朝
鮮
通
信
使
と
岩
国

日
時　

10
月
31
日
㈰
〜
12
月
19
日
㈰

日
時　

12
月
５
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
の
人
は
テ
キ

ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日

周
東
町
下
久
原　

☎（
84
）０
１
１
２

お
話
し
会

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
15
日
㈪　

10
時
〜
11
時

内
容　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
手
品
、
大
型
紙

芝
居
な
ど
を
楽
し
む

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
13
日
㈯　

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

将
棋
教
室

対
象　

小
学
生

内
容　

朝
鮮
通
信
使
へ
の
お
も
て
な
し
や
信

使
と
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介

●
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時　

11
月
14
日
㈰　

10
時
〜
10
時
30
分

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

申
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
公
的
教
育
機
関
か
ら
見
る
近
世
・
近
代
移

行
期
の
岩
国

日
時　

11
月
21
日
㈰　

10
時
〜
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

枝
元
咲
（
岩
国
徴
古
館
学
芸
員
）

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス

日
時　

11
月
21
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　

11
月
３
日
㈷
〜

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　

11
月
20
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

内
容　

ル
ー
ル
を
学
ん
で
将
棋
を
楽
し
む

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮　

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

工
作
教
室

●
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
制
作

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
27
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

立
体
的
な
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
作

る募
集
期
間　

11
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く「
コ
ロ
コ
ロ
め
い
ろ
」

対
象　

２
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　

11
月
18
日
㈭　

11
時
20
分
〜
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

科
学
セ
ン
タ
ー

岩
国
徴
古
館

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう
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れ料
金　

８
０
０
円
／
個

募
集
期
間　

11
月
19
日
㈮
ま
で

申
電
話
で
、
丸
太
村

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎（
22
）０
４
９
０

絵
手
紙
体
験
講
座

　
 
 
 

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

11
月
22
日
㈪　

10
時
〜
12
時

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

内
容　

絵
手
紙
で
年
賀
状
を
作
る

料
金　

千
円
（
材
料
費
含
む
）

持
参
品　

描
き
た
い
モ
チ
ー
フ
（
無
く
て
も

可
）

募
集
期
間　

11
月
18
日
㈭
ま
で

申
働
く
婦
人
の
家

ク
リ
ス
マ
ス
テ
ー
ブ
ル
フ
ラ

ワ
ー
講
座

　
 
 
 

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

12
月
５
日
㈰　

10
時
〜
12
時

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

働
く
婦
人
の
家

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

駒
を
動
か
し
て
遊
ぶ
迷
路
を
作
る

●
小
学
生
の
工
作
「
キ
ャ
ッ
チ
で
ホ
イ
」

対
象　

小
学
生

日
時　

11
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

球
を
ゴ
ム
で
は
じ
い
て
キ
ャ
ッ
チ
し

て
遊
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

丸
太
村

㊡
水
曜

周
東
町
用
田　

☎（
84
）１
２
１
３

ク
リ
ス
マ
ス
用
品
作
り

　

木
の
香
り
漂
う
ク
リ
ス
マ
ス
用
品
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

日
時　

〇
11
月
27
日
㈯　

①
９
時
30
分
〜
11

時
30
分　

②
13
時
〜
15
時　

〇
11
月
28
日
㈰　

③
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

④
13
時
〜
15
時

〇
11
月
29
日
㈪　

⑤
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

⑥
13
時
〜
15
時

定
員　

各
４
人
（
先
着
順
）

内
容　

①
②
＝
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
、
③
④

＝
木
の
実
リ
ー
ス
、
⑤
⑥
＝
ハ
ウ
ス
小
物
入

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
に
飾
れ
る
テ
ー

ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を
作
る

料
金　

２
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
参
品　

花
は
さ
み
、
工
具
は
さ
み
、
ペ
ン

チ募
集
期
間　

11
月
29
日
㈪
ま
で

申
働
く
婦
人
の
家

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎（
84
）１
４
０
０

わ
た
し
の
好
き
な　

い
わ
く
に

　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

岩
国
と
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

誰
で
も
（
プ
ロ
は
不
可
）

部
門　

○
い
わ
く
に
部
門
＝
岩
国
の
風
景
や
物
な
ど

を
題
材
に
し
た
も
の　

○
パ
ス
ト
ラ
ル
部
門
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

の
建
物
や
館
内
な
ど
を
題
材
に
し
た
も
の

料
金　

５
０
０
円
／
点
（
１
人
２
点
ま
で
）

募
集
期
間　

12
月
７
日
㈫
〜
１
月
11
日
㈫

申
写
真
の
裏
に
応
募
票
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
貼
付
し
、
直
接
、

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル
へ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎（
29
）１
６
０
０

中
川
英
二
郎　

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ　

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ

　

日
本
を
代
表
す
る
世
界
的
ジ
ャ
ズ
・
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
奏
者
の
中
川
英
二
郎
ら
に
よ
る
世

代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ジ
ャ
ズ
公
演
。

日
時　

１
月
23
日
㈰　

15
時
〜
（
開
場
＝
14

時
30
分
）

場
所　

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

出
演　

中
川
英
二
郎
（
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
）、

中
川
喜
弘
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、青
木
研
（
バ

ン
ジ
ョ
ー
）、
家
中
勉
（
チ
ュ
ー
バ
）、
楠
堂

浩
己
（
ド
ラ
ム
）

料
金【
全
席
指
定
】　

一
般
＝
４
千
円
、
25
歳

以
下
の
学
生
＝
千
円
、
親
子
ペ
ア
＝
４
千
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

中川英二郎

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

丸
太
村

料金の記載がないものは原則無料です
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岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

市長夢日記
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古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

撮 影 者：廣本　玲司さん
撮 影 日：９月26日
撮影場所：門前町

「綺麗なお花発見」

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物写真は、
被写体の承諾を得てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万画素以
上）またはＬ判以上の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　②電話番号
③作品名　④撮影日　⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送または直
接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

376　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館のハッ
シュタグをつけて、インスタグラムで
も応募できます。

LINEで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

岩国市LINE公式アカウントでは、皆さまの
お役に立つ情報を配信しています。
まずは　　　　　　をお願いします。友だち登録

　

こ
の
度
、
錦
川
下
流
域
に
お
け
る
錦
帯

橋
と
岩
国
城
下
町
の
文
化
的
景
観
が
、
国

の
「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

国
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
は
、
県

内
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
り
、
本
市
に
新
た
な
国
の
文
化
財
が
誕

生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
的
景
観
と
は
、
単
に
眺
め
や
風
景

で
は
な
く
、
過
去
か
ら
続
き
今
も
息
づ
く

人
々
の
暮
ら
し
や
営
み
と
自
然
が
生
み
出

し
た
景
観
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
国
に
よ
り
、
当
景

観
が
生
き
た
文
化
財
と
し
て
、
そ
の
価
値

を
認
め
ら
れ
た
も
の
と
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
と
と
も
に
、
錦
帯
橋
の
世
界
遺
産
登

録
実
現
に
も
弾
み
が
つ
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
文
化
的
景
観
を
保
存
・

継
承
し
て
い
く
中
で
、
よ
り
一
層
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
も
、
こ
の
城
下
町
に
誇
り
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す

と
と
も
に
、
歴
史
的
な
建
物
な
ど
の
整

備
・
活
用
に
よ
り
、
錦
帯
橋
を
中
心
と
し

た
往
来
を
城
下
町
全
体
に
広
げ
、
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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